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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書2025年4月分のアップロードをお願いします。
未作成分がある方は早急に作成して下さい。
・学術のテーマを決めて下さい。

案）利用満足度調査の実施、事例検討的なケースの対応検討、

通所路変更に関しての改善策
・掃除について　デイナイト：朝の準備の時間に行う。
（月水：テレビ前、廊下半分　火木：ホール、廊下半分　金：やれていないところ）

　　　　　　　　デイケア　：16：00以降に行う。
（月水：テレビ前、廊下半分　火木：ホール、廊下半分　金：やれていないところ）
・6月のプログラムカレンダー作成しました。担当の箇所の入力をお願いします。
　できれば5月23日（金）までにお願いします。
・夏場の水分補給用としての麦茶の提供について～6月開始予定で物品準備していく。容器については食中毒予防として衛生的に管理を行っていきましょう。
・OT新人ローテーション：　23日午後デイナイト、26日デイケア終日となります。

23日通所のオリエンテーション実施予定。当日勤務者お願いします。

・新規利用者の利用計画書：電子カルテにアップロードのぼたん作成したので、今後新規の場合はアップロード行ってください。
・現在通所利用時間以外の夜間の電話対応やメールについて電子カルテに記載を行っていません。今後状態の情報共有や対応の統一のため、記録していきましょう。週明けには土日の情報も記載しましょう。
・日誌の連絡事項の記載方法について：体験利用日等のほかに問い合わせ日も記載してください（体験日にいつの問い合わせだったのか確認するため。また、体験日や見学日など職員が対応するべきものはWIZのスケジュールにも記載しましょう。今後、これらの情報の記載方法について、日誌・電カル・スケジュールなど整理し統一していきましょう。
＜利用者様情報＞
デイケア
・八森　啓子様～(体験①）西病棟入院中　56歳　女性　統合失調症　主治医：田名部Dr
澤里PSW付き添いにて来所。本日、1回目の体験利用実施。11時のプログラムは作業療法とエアロビクスであり、始めは作業療法に参加し読書をする予定であった。しかし、スタッフがエアロビクスの見学も行うか問うと「体動かすのも必要だと思うので、見てみます」と返答あり。見学中に感想を問うと「やってみたい」と話されている。2回目の体験利用を希望する際には、連絡をいただく事としている。
・戸舘　壽子様～（体験②）北病棟入院中　73歳　女性　妄想性障害　主治医：馬渡Dr
病棟スタッフ付き添いで来所。余暇時間は静かにテレビを観て過ごしている。午後のプログラム・レクレーションに参加し、ゲートボールゲームに参加している。その後は体操のプログラムにも拒否無く参加出来ている。終始穏やかな表情で過ごしている。3回目の体験も可能である事伝えている。希望があれば連絡をいただく事としている。
・駒木　洋士様～（利用中止）
本人様より架電あり。本日も女性患者様（F・H様）の家で外泊されている為、デイケアは欠席すると話されている。多弁さや気分高揚感が伺えている。その為、電話にて訪問看護五福、外来へ情報提供行っている。五福スタッフと共に送迎し、来所。行動には時間がかかっている。酒臭はない。朝の服薬がまだ、とのことで服薬促す。昨日は服薬していない。食事を食べていない、など言い訳し内服には時間が掛かっているが、内服はしている。吐薬なし。その後は本人の希望もあり静養室で休んでいる。臨時の受診にて、病状の悪化により入院治療の必要性があると判断され、本日でデイケア利用中止となる。
・寺沢　彩様～就労についての合否の連絡はまだ来ていないとの事。先週中に連絡が来るはずだったのに、と気になり落ち着かない様子。昼に青明舎に連絡してみている。その後自身の携帯電話の番号を間違って伝えていたことが判明し、連絡を待っている。その後連絡あり。はっきり合否は話さないが、しばらくデイケアに通う、と話し、次の見学や体験の調整を進めていくとの事。
・工藤　真輝様～（見学）うつ病　37歳　男性　主治医：柞木田Dr
本日10:30に見学を実施し青陽館概要を紹介している。主治医から見学を勧められた経緯を尋ねると、市役所に勤めているがうつ状態となり休職中であり家に居ても日中に寝て過ごしてしまうことが多く、復職に向けて日中の活動を設けることを提案されデイケア見学に至ったと話す。応対は終始穏やかであり適宜質問もしながら聞いている。うつ症状の原因については、人間関係には悩んでおらず業務量の多さが影響しキャパシティーオーバーになってしまっているのではないかと感じていると言う。復職に向けて人のいる環境にも慣れていきたいとのことでまずは短時間から始め慣らしていきたいと話しており、参加頻度や参加時間も含め状態に合わせて移行できることをお伝えしている。体験利用の希望も聞かれているが、通所手段が家族所有の車両を借りて運転してきているとのことで家族都合を聞かなければ日程を決められないとのことで後日青陽館PHSに連絡をいただき調整をする事としている(マイカー通所規定についても説明を実施)。※自立支援医療制度に登録していないとのことで、仕組みを説明し登録を勧めている。
・中田　弘子様～（問い合わせ）西病棟入院中 統合失調症 55歳 女性 主治医：小栁Dr
澤里PSWより架電あり。前回、デイケア見学を実施した際に本人様の不調により中止となっている。その為、退院前に再度見学をしたいとの事で対応可能か問い合わせ。デイケアの利用に関しては、本人様・御家族様共に希望されているとの事。。また、利用する際には送迎の希望もある為、青陽館スタッフ内で協議している。
・玉谷　幸博様～（問い合わせ）
本人様より架電あり。現在、新しいGH（GHミライフル）へ入所した為、DCを利用再開したいとの事。通所手段としては、行きはバスを利用するが帰りは検討中との事。GHスタッフとも話をし、詳細が決まり次第、再度連絡をいただく事としている。
ショートケア

・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。
〈青明舎 情報提供〉
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